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編集方針
　この報告書は、より多くの方にアヲハタグループの環境保
全活動や社会的な取り組みを知っていただくため、コミュニ
ケーションの一環として作成しました。写真、イラスト、グ
ラフなどをできるだけ多く用い、「見やすく」、「分かりやすく」
に留意し編集しました。構成と開示内容については、環境省「環
境報告ガイドライン（2007年版）」を参考にしています。
　なお、本報告書は、当社ホームページに掲載しています。
URL　http://www.aohata.co.jp/

本報告書の対象範囲
【対象範囲】：主要な実績については、アヲハタグループの生

産工場であるアヲハタ㈱ジャム工場、東北アヲ
ハタ㈱、芸南食品㈱…のデータを集計し記載しま
した。環境保全活動や社会的な取り組みに関し
ては、アヲハタグループ各社の内容も含んで記
載しています。

【対象期間】：2009年 11月１日〜 2010年 10月 31日
… 取り組み内容については、一部 2010 年 11 月

以降のものも記載しています。
【発行月】：2011年 6月
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ごあいさつ

はじめに、3月 11 日に発生した東日本大震災により被災された皆様には、
謹んでお見舞い申し上げますとともに、被災地の復興と福島第一原発事故の
一日も早い収束を心より願っております。
今回の大地震、大津波の猛威を目の当たりにして、自然災害の前では、人
類が如何に無力であるか再認識致しました。私たちに出来ることは、地球環
境を守り、自然と共生して行く道を早く見つけることだと思います。
アヲハタグループがＣＳＲ（企業の社会的責任）に取り組む原点は、いつ
も『正直』であることです。
	「素材の持つ魅力をお客様にお届けすることで、豊かな食生活と健康に貢
献すること、そして、妥協することなく社訓・社是の実践に取り組み続ける
こと」これが、当社グループの社会的使命であり、その為にも常に『正直』
であり続けたいと考えています。
昨今、食の信頼性が強く求められるなか、当社グループでは食品メーカー
の責務として、お客様が安心して召し上がっていただける食品の提供を最優
先に考えています。さらに、食べて美味しいもの、健康に良いもの、食生活
に潤いを与えられるような商品をお届けしたいと考えています。
また、農産加工を原点に持つ会社として、恵みの大きい自然、地球環境に
感謝し、その恩恵を永遠に享受できるように、限りある資源や生態系を保全
し、経済成長との両立を図る「サスティナブル（持続可能な）」社会を実現
するため、環境保全活動に積極的に取り組んでいます。環境マネジメントシ
ステム「ISO14001」を活用し、省エネ、省資源などさまざまな課題に対し、
一人ひとりが自らの出来ることから継続的に取り組んでまいります。
本報告書を通じて当社グループの環境や社会に対する取り組みをご理解い
ただくとともに、皆様からの忌憚のないご意見を賜れば幸いに存じます。

2011 年 6 月
アヲハタ株式会社
代表取締役社長　福山二郎
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１．正直

１．信用

１．和

社　訓

経営理念・経営方針

社　是

経営方針

私たちが目指す人間像
 「正直」を実現するためには、“勇気”が必要です。

“勇気”とは、失敗を恐れずに困難に立ち向かうことであり、その結果、もし自分が失敗したり間
違ったりしたときにはその失敗や間違いを素直に認めることができること、そして人が間違ってい
るときに間違っていると素直に指摘できることです。

また、食品企業としての「信用」を守るためには“清潔”で“誠実”なことが必要です。
 「和」を実現するためには人に対する“愛情”と何が本当に重要かを判断するための“知識”が

必要です。
私たちは、「正直で勇気のある人」、「清潔で誠実な人」、「愛情と知識を大切にする人」を目指し

ます。

当社グループは、社訓ならびに社是を経営理念の核に置くとともに、創立 60 周年にあたる平成
20 年を機に具体的なありたい姿として、以下の長期ビジョン 2018 を制定しました。

この長期ビジョンの実現を通してより魅力ある企業を目指してまいります。

ビジョン 2018
我々、アヲハタ株式会社は農産加工を原点に持つ会社として、その社会的使命を「素材の

持つ魅力をお客さまにお届けすることで、豊かな食生活と健康に貢献すること、そして、妥
協することなく社訓・社是の実践に取り組み続けること」と認識し、2018 年に向けた目標
を以下のとおり掲げます。
 「お客様の求める価値の実現」 技術にこだわり、お客様の求める価値を実現しよう
 「海　外　展　開」  栽培と農産加工技術をもとに、世界に展開しよう
 「人　の　育　成」  一人ひとりが成長し、企業力を高めよう
 「社会的責任を果たす」  社会の要請に、誠実に対応しよう

１．安全と衛生を第一とすること

１．最高の品質を追求すること

１．生産性の向上を図ること
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コーポレートガバナンス・コンプライアンス

当社グループは、社訓「正直・信用・和」を経営の根幹に置き、「缶詰は中身が見えないからこそ正直者がつく
らなければならない」という信念のもと遵法精神に基づき誠実で透明性の高い会社運営を実践してまいりました。
今後も効率的な経営によって企業価値の最大化を図り、経営上の組織体制や仕組み・制度などを整備するとと
もに、企業の永続的な発展のために不可欠なコンプライアンス体制の整備や、環境保全活動、地域・社会貢献活
動などに取り組み、顧客、株主、取引先、社員、地域・社会の人々から信頼と満足を得られる魅力ある企業づく
りを進めてまいります。
なお、会社の機関・内部統制の関係は以下のとおりです。

コーポレートガバナンス

コンプライアンス

株 主 総 会

会計監査人
監査役会

（社外監査役２名）

各子会社取締役会

子会社各部門

リスク管理委員会内部統制委員会 コンプライアンス委員会

取締役会
（社外取締役２名）

経
営
・
監
督

業
務
執
行

内
部
統
制

リ
ス
ク
管
理

助
言
・
指
導

（経営情報共有）

監査

選任 選任 選任報告 報告

連携 監査

グ
ル
ー
プ
経
営
合
同
会
議

常勤取締役会

当社各部門

グループ
経営執行会議

顧
問
弁
護
士
等
の
外
部
専
門
家

当社グループでは、…役職員が法令・定款および社訓・社是を順守した行動をとるための「アヲハタ行動規範」
を制定し、周知徹底を図っています。
また、法令・定款等に適合した企業行動・組織運営をおこなうための体制を整備するため、コンプライアンス
規程を制定し、代表取締役を委員長とするコンプライアンス委員会においてグループ全体のコンプライアンスへ
の取り組みを推進し、役職員に対するコンプライアンス教育をおこなっています。
なお、コンプライアンス上の問題の未然防止および早期発見と適正な処置をおこなうため、内部通報制度「ア
ヲハタグループ…コンプライアンス 110番」を設け、通報・相談窓口を社内と社外に複数設置することにより、
情報の確保と適切かつ迅速な対応に努めています。
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 環境への取り組み

アヲハタ㈱の本社およびジャム工場は、自然豊かな瀬戸内海国立公園に面した
広島県竹原市忠海中町にあります。

アヲハタグループ環境方針
アヲハタグループは、瀬戸内海沿岸にある風光明媚な広島県竹原市や、最上川が

流れる自然豊かな山形県大石田町に立地し、主にジャム類や調理食品などの食品の
製造・販売を行う企業グループとして、環境保全活動を社会的責任と理解し、地域・
社会から信頼される事業活動を進めてまいります。
（１）アヲハタグループの事業活動・製品及びサービスに係わる環境関連法規・規

則・協定およびアヲハタグループが同意するその他の要求事項を順守します。
（２）アヲハタグループの事業活動・製品及びサービスが環境に与える影響を常に

認識し、汚染の予防に努めるとともに環境マネジメントシステムの継続的改
善を図ります。

（３）…アヲハタグループは、環境目的・目標を設定して、全構成員で環境保全に取り
組むとともに定期的な見直しをします。

（４）以下の項目を本来業務の目標管理と連動し、環境管理重点テーマとして取り
組みます。

… ①事業活動におけるエネルギー消費量の削減に努めます。
… ②廃棄物の削減、再利用再資源化を推進し、高度処理に努めます。
… ③アヲハタグループ全体の環境保全諸施策を計画推進します。
… ④地域の環境保全活動を積極的に推進します。
（５）環境方針は、全構成員に配布し周知します。
　　また社外にも開示します。
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トピックス（生産３工場の取り組み）

省エネルギー

▲製品を加熱殺菌後、シャワーで冷却する装置です。

本報告書対象期間中の生産３工場の環境への取り組みを「省エネルギー」「省資源」「生産革新活動」の観点からトピックス
として取り上げました。

〜殺菌・冷却装置の改良で省エネ〜
殺菌・冷却装置の殺菌温度を見直し、低温化した
ことにより、エネルギーを削減するとともに低温化
による冷却時間の短縮を図りました。前後工程の能
力アップをおこない、生産効率を上げ、省エネルギー
メリットを創出しました（全使用エネルギーの
1.0％削減効果がありました）。

【ジャム工場】

【東北アヲハタ㈱】

〜操業率の改善で消費電力削減〜
収箱ライン（ピロー包装）の操業率改善活動の中で、多岐に亘る角度からの分析・改善の積み重ねに
より、操業率を３％向上（1,000 分 / 月のライン停止時間が 400分 / 月に減少）させることができま
した。操業時間が 10時間 /月…減ることで…年間…1,632kWhの電力削減となります。

▲常夜灯を LED照明に交換しました。

▲工場ラインの入り口にモニターを設置して
環境改善活動を呼びかけています。

【芸南食品㈱】

〜常夜灯をＬＥＤ照明に交換して消費電力削減〜
芸南食品構内の常夜灯を、全てＬＥＤ照明に交換
しました。蛍光灯だと消費電力２２Ｗでしたが、Ｌ
ＥＤ照明に交換し８．７Ｗに減少しました。
従来は防虫の為、黄色の管球を使用していました
ので、暗い感じがありましたが、LED光は紫外線を
ほとんど出さない為、そのままで防虫効果があり、
結果的に明るくなりました。

〜エコドライブの推進でＣＯ₂削減〜
2010 年度より、従業員約 120名が参加して、エ
コグランプリを開催しています。これはエコドライ
ブを推進し、参加者全員が毎月燃費を競い合って、
結果ＣＯ₂を削減しようという取り組みです。車のカ
タログデータよりも良い燃費を出す方も多く出てお
り、エコドライブを皆で実践しています。
また、各ライン入口にモニターを設置して、ＣＯ₂
削減、省エネ、節水等も積極的にアピールしていま
す。
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省資源の取り組み

キユーピー３分クッキング
パスタのための

オイルソースシリーズ

CO₂削減量
1.48トン-CO₂/年

●カートンの薄肉化
「キユーピー３分クッキング・パスタのためのオイルソース」シリーズ用カートンで軽量
中芯を採用しました。
従来中芯から軽量中芯に変更することにより、年間 3.1 トンの省資源となり、ダンボー
ルメーカーでは、二酸化炭素量 1.48 トン－CO ₂ / 年削減できたことになります。

中芯フルート（段）

表ライナー

裏ライナー

段ボールの構造

キユーピー
あえるパスタソースシリーズ

パウチ素材削減量
5.8トン/年●パウチの薄肉化

「キユーピーあえるパスタソース」シリーズ用パウチの最
内層の薄肉化（60μｍ⇒ 50μｍ）をおこないました。こ
の取り組みにより、年間 5.8 トンの省資源となります。

「アヲハタ・カロリー 50％カットジャム」シリーズ

●びんの軽量化
2011 年春発売の「アヲハタ・カロリー 50％カットジャ
ム」シリーズに軽量びんを採用しました。
この軽量びんは、日本ガラスびん協会が定義した軽量度
指数 L値が 0.91 となります。
また、新製品・新びんにおいても、びんの薄肉化を進め
ています。
Ｌ値＝0.44 ×ガラスびん質量（g）÷満量容量（㎖）0.77

トピックス（生産３工場の取り組み）
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生産革新活動

調理食品ラインの「やさしいライン創り」に取
り組んでいます。特に前処理工程の改善を進めて
おり、能力アップしながらも、心にも身体にもや
さしいラインを目指しています。スタッフ、担当
者自らが意見を出し合い、人にも製品にもやさし
いライン創りに努めています。
また、芸南食品全体の改善活動として、「芸食

ヴォイス」をスタートしました。最初の 4ヶ月間で 50件の提案が上がって
きており、改善実行率も 70％ととにかく素早い対応を目指して、提案者の
声に応えています。

生産革新活動の一環として、仕事の改善アイデア
や職場で気になる事など、誰でもさっとメモしてす
ぐに提案できる「ちょっとメモ」活動に取り組んで
います。
2011年 3月からは「ちょっとメモ　エコ」と題

して、省エネルギーに的を絞った提案活動をおこな
い、広く工場内の意見を集めています。
提案件数は、最初の 1ヵ月で 100 件を超え、夏

場の電力需要期に備え、さまざまな対策を実施しま
した。

【ジャム工場】「ちょっとメモ」の改善事例
	 〜従業員がアイデアを出し合い省エネ〜

【東北アヲハタ㈱】	 「ちょっと聞いてけろ	メモ」の改善事例
	 〜ボイル作業を見直し、時間とコストに余裕を持たせる〜

【芸南食品㈱】	「やさしいライン創り」の改善事例
	 〜従業員からの提案を「芸食ヴォイス」として募っています〜

従業員全員が参加して仕事のムダ・不便さ・不安などを解消
し、職場の環境改善や作業の効率化を図る目的で、ボトムアッ
プの活動を進めています。従業員が気軽に意見を提案できるよ
う「ちょっと聞いてけろ…メモ」を作成し、募った意見を調整・
解決へ導く「聞いてけろ委員会」を設けています。
一例として、製品のきのこ原料をボイルする作業について

改善提案があり、ボイル回数や作業方法を見直した結果、年
間で約 40万円のコストメリット創出することができ、作業
時間の短縮、水資源の節約にもなりました。

▲アイデアを気軽にメモして提
案できるよう工夫しています。

▲アイデアを皆で共有できるよ
う掲示しています。

▲ 4ヵ月で 50件の提案が
　上がりました

▲提案メモ回収ボックス

▲改善内容を掲示して皆で情報を
共有しています。
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環境関連法令順守と苦情の状況

当社は、自然の恵みである農畜水産物を加工し、製品づくりをおこなってきました。また、当社創業の地で

あり、本社・ジャム工場所在地である広島県竹原市忠海は、瀬戸内のほぼ真ん中に位置し、風光明媚な土地で

す。恵み大きい自然、地球に感謝し、その恩恵を永遠に享受できるよう、環境保全活動には積極的に取り組ん

できました。この章では、環境について当社グループの取り組みをご紹介します。

ＩＳＯ 14001　アヲハタグループ統合認証

1999 年、アヲハタ㈱ジャム
工場で ISO14001 を認証取得
し、その後連続して各生産工場
および本社部門全てで認証取得
しました。
また、アヲハタグループ全体
の環境マネジメントシステムの
更なる向上を図るため、2007
年６月に４サイトの統合をおこ
ない、10月に「アヲハタグルー
プ」として認証を取得しました。
各サイトで同じ方針のもとに
運用し、効率良い環境保全活動
を推進しています。

ＩＳＯ14001　アヲハタグループ組織図

サイト内組織図
グループ統括責任者 統括責任者

グループ環境管理責任者

グループ内部
環境監査責任者

グループ
環境委員会 グループ事務局

アヲハタグループ
本社サイト

ジャム工場
サイト

東北アヲハタ
サ イ ト

芸南食品
サ イ ト

内部環境監査責任者

ＩＳＯ環境委員会

事　務　局

各部署責任者

環境管理責任者

2010 年度中のアヲハタグループの事業活動における環境関連の法令、条例等の違反行為はありませんで
した。また、環境に関する苦情もありませんでした。

2010 年度の環境目標と実績

▲認証登録証

※自己評価の基準（目標に対し）… 10％以上達成：… ◎… 10％未満達成：… ○
… ５％未満未達成：…△… ５％以上未達成：…×

項目
課題・テーマ

管理指標 基準年度
2010 年度

目標 成果 自己評価
地球温暖化の防止 CO₂排出量 CO₂原単位 2009 100％以下 100.3% △

資源の有効利用
エネルギーの削減 原単位 2009 99％以下 101.0% △

使用水の節約 原単位 2009 100％以下 103.6% △

循環型社会の形成
排出物の削減 排出量 2009 100％以下 94.6% ○

排出物の再資源化の向上 再資源化率 2009 100％以上 99.0% △

排出物の有価率の向上 有価率 2009 100％以上 108.2% ○

地球環境とともに
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原料
 全原料 26,626 t 

容器・包装資材 
 ガラスびん 10,073 t
 プラスチック容器 519 t
 金属缶（蓋） 982 t
 ダンボール 2,993 t
 その他 3 t

エネルギー
 電力 95 千GJ
 燃料 94 千GJ
 用水 473 千㎥

商品（容器含む） 44,499 t

大気排出
 ＣＯ2 11,528 t
 ＮＯＸ 4 t
 ＳＯＸ 29 t

排水
 排水 422 千㎥

廃棄物
 再資源化 1,829 t
 焼却・埋立 38 t
　有価率 49 ％

生産工場

生産３工場の環境負荷生産３工場の環境負荷（2010 年度）

98%

生産 3 工場の環境負荷状況

排出物量の推移

0

500

1,000

1,500

2006 2007 2008 2009 2010

（単位：t）

（年度）

1,144 1,086 1,091

637
722685

469 455 441

1,073 990

421 541

454
336

ジャム工場 東北アヲハタ 芸南食品

再資源化率の推移
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2006 2007 2008 2009 2010
（年度）
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ジャム工場 東北アヲハタ 芸南食品

有価率の推移
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ジャム工場 東北アヲハタ 芸南食品

再資源化の状況（2010 年度）
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いつも「正直」であること…。

アヲハタグループは創業以来、瀬戸内の風土に育まれ、

社訓「正直　信用　和」を基本として事業を展開してきました。

今後も、良心のこもった最良の食品を提供する使命のなかで、

当社グループに関わる方々に対して常に「正直」であり続けたいと思います。

 社会への取り組み
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トピックス

植林活動に参加しました

障害者の就労支援をバックアップしています

2010 年 11 月 20 日、「竹原ふれあい植樹
の会」が地元竹原市の竹原工業団地近隣の丘
陵で開催されました。
このイベントは、Ｊパワーグループ（電源
開発㈱竹原火力発電所様・㈱ＪＰビジネス
サービス様）と近畿中国ペプシコーラ販売㈱
様が共同開催され、当社も今年から主催者に
加わりました。
植樹ボランティアにはグループから家族を
含めて 31名が参加しました。また、参加者
の皆さんに、当社の環境改善の取り組みをＰ
Ｒしました。

当社の地元竹原市の「竹原市障害者自立支
援協議会」の「就労支援ワーキンググループ」
に参加し、就労支援事業所の自主製品（食品）
の製造販売について、要請に応じ、衛生管理
や製造等に関してのアドバイスをおこなって
います。

株主優待品に指定障害者支援施設の製品を同封しました

ここ数年、株主優待品の中に地元の社会福
祉法人聖恵会「ワークホーム聖恵」でつくら
れた「押花の栞」や「たんざく箋」などを同
封していますが、今年は「たんざく箋」とと
もに「竹原市障害者自立支援協議会」のマス
コットキャラクター「かぐやパンダ」のシー
ルと紹介リーフレットも同封しました。

本報告書対象期間中の社会への取り組みをトピックスとして取り上げました。



12

当社ジャム工場では、見学者通路を設け、広く
一般の皆様の工場見学を受け入れています。
見学者の方には、低糖度ジャムの製造工程を中
心にご紹介しています。2010 年度は、5,759 名
の方に見学していただきました。
今後も工場見学を通じて、私たちの味づくりに
対する考え、工場での衛生管理、製品の特長など
を知っていただきたいと思います。

ジャムづくりの楽しさを味わっていただくため
に、体験施設「体験 Jam工房」を開設しています。
ジャムの種類は、ご予約の際、イチゴジャム、
オレンジマーマレード、ブルーベリージャムの３
つの中からご希望のものを選んでいただき、ご自
分でつくられたジャムは、お持ち帰りいただけま
す。是非、自分だけのオリジナルジャムづくりに
挑戦してみてください。

ジャムづくりの楽しさを味わっていただく「体験 Jam 工房」

体験 Jam 工房のご案内
お申し込み： 事前（ご希望の１週間前まで）に

ジャム工場へ電話でお申し込みく
ださい。

… TEL…（0846）26‐0586

場　　　所：当社ジャム工場内

時　　　間：１日２回

… ① 9:30 〜　② 13:30 〜
… 　（所要時間約２時間半）

人　　　数：１回…５〜 20人

体　験　料：お一人さま 500円

… （ジャムを４本つくることができます）

休　　　日： 日曜、祝日、年末年始、お盆休み、
その他（土曜日は休みの日が
あります）▲体験 Jam工房 ▲できあがったオリジナルジャム

ジャム工場の見学を受け入れています

お客様の「Quality…of…Life」の向上に寄与する「食」の提供を中心としたさまざまな取り組みを通じて、ア

ヲハタグループおよびその製品・サービスがお客様から愛される存在であることを目指します。

工場見学者数の推移

5,036 5,240

（人）

（年度）
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000

4,025 4,185

2005 2006 2007 2008

5,100
5,759

2009 2010

お客様とともに

見学通路にモニターを設置しました

ジャム工場 LS プラントの工場見学通路に録画し
た工場内部の映像を流すモニターを設置しました。
従来見学通路から見ることができなかった工程も
動画でご紹介することができ、よりお客様に伝え
やすくなりました。



13

「良い製品」の提供のため、お取引先と共同しておこなうさまざまな取り組みを通じて、お取引先と当社グ

ループが共に発展する関係の構築を目指します。

原料から品質をつくりこむ
安全で美味しい原料を調達するため現地では育苗、栽培から
一次加工* まで当社グループの技術者が出向き技術指導や技術
講習会などをおこなっています。
＊…一次加工：当社でそのまま使用できるように、収穫してから洗浄、選別、凍
結する工程です。

お取引先と共に品質をつくりこんでいます

品質向上のための DQC ＊活動に取り組んでいます

当社グループで製造する製品の原資材には農産品以外に、砂糖やペクチンなどさまざまな加工原料や、容器 ･
ダンボールなどがあります。安全 ･安心な製品を生産するためには、これら原資材の品質も維持しなければなり
ません。そのため、「ＤＱＣ」と称し、お取引先の原資材メーカーと品質管理情報・リスク管理情報を共有化し、
源流管理をおこない、より安全で、より良い品質の原資材調達を追求しています。
＊ＤＱＣ：Double…Quality…Control

お取引先とともに

トップ同士の交流でパートナーシップの構築
当社グループの果実原料産地は、時代とともに世界各地に広
がっています。安全で安心な原料を調達するには、お取引先と
の信頼関係の積み重ねがないとできません。当社グループの品
質に関して、ご理解いただけるお取引先とトップ同士の交流な
どパートナーシップを構築しながら取り組んでいます。

▲海外原料お取引先とのトップ交流

▲産地の生産者の方々と

▲一次加工メーカーとの現地ミーティング
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株主の皆様への営業概況の報告では、より分かり
やすくするため、スクリーンに数値やグラフ、写真
などを表示し、ビジュアル化（視覚化）しています。
また、株主総会後には、事業内容の理解促進、株主
様と役員とのコミュニケーションなどを目的として
試食会と工場見学会を開催しています。

株主数の推移と株主構成 会社情報の適時適切な提供

安定的な配当の継続を基本とした利益還元

株主総会のビジュアル化と試食会などの開催

1998年、当社は会社創立50周年を記念して広島証券取引所に株式を上場しました（現在は、東京証券取引所市

場第２部に上場しています）。上場企業としての社会的責任を自覚し、企業価値の持続・継続的な向上に努めます。

株式市場への関心の高まりや個人投資家の増加に
加え、当社が 2003 年 3 月に一単元の株式数を
1,000 株から 100 株に変更したこともあり、株主
数が大幅に増加しました。
人数ベースの株主構成（2010 年 10 月末現在）
では、99.0％が「個人」となっています。
今後とも個人投資家を意識した株主づくり、アヲ
ハタファンづくりに努めてまいります。

投資家の皆様への適時適切な会社情報の開示は、
健全な証券市場の根幹をなすものであると認識して
います。
会社情報の適時適切な提供について、真摯な姿勢
で臨むことを基本方針とし、迅速、正確かつ公平な
会社情報の開示を適切におこなえるよう社内整備の
充実に努めています。
当社ホームページ上では、「投資家の皆様へ」と題
するページを設け、会社情報を発信しています。

株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題
の一つとして認識しています。
利益配分につきましては、安定的な配当の継続を
基本としつつ、連結業績および連結ベースの配当性
向を勘案したうえで実施していく方針です。

(年度)

（円）

記念配当
（創立60周年）
期末配当
中間配当

2009 20102008200720060

5

10

15
配当性向（連結）

19.4％
18.2％ 17.3％ 17.9％ 17.5％

＊ご参考：写真は 2010年度の優待品です。

当社では株主優待制度として、毎
決算期末時点（10 月 31 日）、100
株以上ご所有の株主様に対して、当
社製品詰め合せを贈呈しています。

株主・投資家とともに

１株当たり配当金と配当性向（連結）の推移

（年度）2008 200920072006
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

5,492
6,112 6,408

7,041

2010

7,439（人）

過去５年間の株主数推移

株主優待制度のご紹介

▲ 100 株以上 1,000 株未満の株主
様への優待品（1,000 円相当）

▲ 1,000 株以上の株主様への優待品
（3,000 円相当）
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企業が持続発展するためには、従業員が健康で、明るく、のびのびとその力を発揮することが必要です。会

社と従業員が相互信頼のもとで共に高めあう企業文化の構築を目指します。

次世代育成支援を推進

アヲハタグループでは、2005年の次世代育成支援対策推進法の施行に伴い、仕
事と家庭の両立支援に取り組んでいます。
2008年に当社で提出した目標の達成が認められ、「次世代育成に取り組む企業」
として厚生労働大臣より認定を受け、次世代育成支援マークを取得しました。広島
県内では 7番目の認定企業となりました。
引き続き、仕事と家庭を両立するための雇用環境の整備を推進しています。

商品開発マインドの醸成

▲認定マーク「くるみん」

継続的にコンプライアンスに対する意識を高めています

当社グループでは、コンプライアンスに対する意
識を高めるため、継続的な取り組みをおこなってい
ます。
…「コンプライアンス・カード *」およびセクシュア
ル・ハラスメントを防止するためのガイドブック「セ
クシュアル・ハラスメント防止ガイドライン」を作
成し、全役職員に配付しました。
○ 2010年に実施したコンプライアンス研修
テーマ：パワハラ防止勉強会
時　期：2010年 5月
対　象：役員、グループ各社・各職場の責任者など
　　　　（約 35名）

また、毎年、新入社員研修において「アヲハタ行
動規範」の解説・徹底をおこなっています。

▲「コンプライアンス・カード」と「セクシ
ュアル・ハラスメント防止ガイドライン」
を全役職員に配布しています。

▲パワハラ防止勉強会

仲間とともに

＊コンプライアンス・カード…「アヲハタ行動規範」の要約版お
よび内部通報制度「コンプライアンス 110 番」の利用の手引
きを記載したカード。

当期の経営方針のひとつである「商品開発マインドの醸成」に対する具体的な取り組みとして、グループ全体
から商品アイディアやジャムメニューの募集をおこなうなど、全員参加型の開発活動に取り組んでいます。
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■ 従業員の健康管理
産業医による健康相談日を設けており、社員が気
軽に相談ができるほか、社内報等において健康関連
の記事を掲載し、労働衛生週間の際には講演会を開
催するなど啓発活動を展開しています。
また、メンタルヘルスに関しては精神科の医師と
嘱託医契約を結び、専門的な見地からアドバイスを
得ています。

安全衛生活動に取り組んでいます

社是に「安全と衛生を第一とすること」を掲げ、「働く人々の安全と健康は全てに優先する」を標榜する当社
では早くから安全衛生についての取り組みを続けてきました。

▲社内報で安全・衛生の話題を提供

▲産業医を講師に招き
メンタルヘルスにつ
いての勉強会を開催

アヲハタドライバー会による交通事故防止の啓発活動を展開しています
…「アヲハタドライバー会」は、仲間の

中から交通事故の加害者・被害者を出さ
ないことを願い、1978 年に発足しまし
た。公私にわたり交通法規を順守し、安
全運転をおこなうべく交通事故防止の啓
発活動を展開しています。また、継続し
て社内報に会員の運転中の体験を掲載、
安全運転の意識付けをおこなっています。 ▲竹原警察署交通課長様を講師にお迎え

して「交通安全講話」を実施
▲電子社内報の掲載記事
　「私のヒヤリハット体験」

度数率＝
労働災害による死傷者数
のべ実労働時間数

労働損失日数
のべ実労働時間数

×1,000,000

×1,000強度率＝
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※食品関係業界の度数率と強度率は、厚生労働省発表の資料「産
業、事業所規模別労働災害率及び死傷者１人平均労働損失日数」
から「食料品、飲料・たばこ・飼料製造業（500～999人規模）」
の数値を引用しました。

■ 度数率と強度率でみる労働災害の状況
度数率は、100万のべ実労働時間当たりの労働災
害による死傷者数で、災害発生の頻度を表わしたも
のです。
強度率は 1,000 のべ実労働時間当たりの労働損失
日数で、災害の重篤度を表わしたものです。

仲間とともに
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地域に根ざした企業であることを自覚し、共に持続的に発展するために地域・社会から好ましい存在として

信頼され、より良い企業市民となることを目指します。

アヲハタ奨学金基金への寄付

継続的に地域・社会貢献活動に取り組んでいます

創業の地であり本社所在地でもある広島県竹原市で、当社グループ
からの寄付金をもとに社会に貢献できる人材を育成することを目的と
して、2001年９月に「アヲハタ奨学金基金」が設立されました。
この制度は、大学に進学を予定している人のうち、…「本人または保

護者が竹原市に居住している」
「学力優秀である」「経済的理由
により、修学が困難である」と
いう方を対象とした給付型の奨
学金制度です。
設立後も毎年継続的に本基金
へ寄付しています。

社員が積極的にボランティア活動に取り組めるよう支援しています
当社グループでは、間接的な社会貢献施策の一環
として、社員が積極的にボランティア活動に取り組
めるよう支援しています。
支援策の一つは、「ボランティア休暇制度」で、社
員が「環境保全活動」「地域社会活動」「社会福祉活
動」などのボランティア活動に参加する場合、年間
７日間のボランティア特別休暇を取得することがで
きるという制度です。
もう一つは、「ボランティア活動に関する情報提
供」で、近隣のボランティア情報を収集し、掲示板
や社内報などを活用して広く社員に提供しています。
また 2009 年 5月からボランティア活動などに関す

る「ポイント制度」をスタートさせ、社員がボラン
ティア活動へ参加しやすい環境づくりをおこなって
います。

職場体験学習の受け入れ
地域の中学校・高等学校をはじ
め、大学の学生さんが働くことを
体験する職場体験学習を積極的に
受け入れ、当社グループ内にある
多岐にわたる職種、例えば生産、
環境整備、旅行事業などを経験し
ていただいています。
また、「食」に関する分野にお
いて、大学からの講演依頼をお受
けし、社員を派遣して講演をおこ
なっています。

地域・社会とともに

当社グループの 2010 年度社
会貢献活動関連支出額は、
5,446 千円、連結経常利益比率
は、0.6％でした。

教育・社会教育

学術・研究

社会福祉

地域社会の活動 環境

史跡・伝統文化保存

スポーツ

その他

37％

18％

26％

7％
5％
4％1％

2％

▲竹原市のホームページに掲載されています。
　http://www.city.takehara.lg.jp/gakkoukyouiku/gakkou/enjyo.html

▲地域でのさまざまなボランティア活動の情報を
　社員に提供しています。
　（写真は地域の河川清掃ボランティアの様子）
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集計範囲：アヲハタグループ生産３工場
対象期間：2009年 11月 1日〜 2010年 10月 31日
（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計値が一致しない場合があります。

資料編　環境会計

環境保全コスト（事業活動に応じた分類）
当期の環境保全設備投資額は、19,071 千円となりました。当期の設備投資の主要なものとしては、ジャム工
場の省エネ対策工事、圧縮梱包機更新、東北アヲハタ㈱の歩留改善設備の更新、芸南食品㈱の排水処理設備増強
などです。当期の費用額は、151,097 千円で前年度と比較すると 34,471 千円（29.6％）増加しています。こ
れは排水処理関係と歩留向上関係の設備投資の償却費用の増加によるものです。 （単位：千円）

分類 主な取り組みの内容 2010年度 2009年度
投資額 費用額 投資額 費用額

（１）事業エリア内コスト 19,071… 120,160… 33,851… 83,228…

内　訳

（１）－１公害防止コスト 汚水スクリーン更新、排水混和槽間配管敷設工事 7,373… 66,521… 13,066… 45,262…

（１）－２地球環境保全コスト 省エネ対策工事、自動除鉄除マンガンろ過装置、冷
蔵庫更新等 4,791… 10,676… 18,805… 9,100…

（１）－３資源循環コスト 歩留向上、廃棄物圧縮梱包機更新 6,907… 42,962… 1,980… 28,866…
（２）上・下流コスト 容器包装材の再商品化義務費用 0… 21… 0… 17…
（３）管理活動コスト ＩＳＯ１４００１費用 ､構内美化緑化費用 0… 29,096… 0… 31,535…
（４）研究開発コスト 容器の軽量化研究人件費 0… 1,440… 0… 1,399…
（５）社会活動コスト 環境保全団体等への寄付 0… 380… 0… 447…
（６）環境損傷対応コスト なし 0… 0… 0… 0…

合　　計 19,071… 151,097… 33,851… 116,626…

環境保全対策に伴う経済効果（実質的効果）
排出物のリサイクルによる売却益は市況の変化により前年比 17.3％減の 3,849 千円で、費用の節減効果が
31,749 千円となり、前年比 11.9％減少しました。 （単位：千円）

効 果 の 内 容 金額
（2010年度）

金額
（2009年度）

収　　益 主たる事業活動で生じた廃棄物のリサイクル又は使用済み製品等のリサイクルによる事業収入 3,849 4,652

費用節減

排水処理費用の削減 7,375… 7,375…
省エネルギーによるエネルギー費の節減 11,486… 7,073…
省資源又はリサイクルに伴う廃棄物処理費の節減 9,039… 16,929…
容器包装等の低環境負荷化のための追加的取り組み 0… 0…

合　　計 31,749… 36,029…

環境保全効果
環境保全効果については、水資源の投入量は、多品種少量品目が多くなり増加しましたが、総エネルギー投入
量は 99㎘（2.0％）削減、排出物の総排出量は 70t（3.6％）削減するなど環境負荷を低減することができまし
た。また、製造工程の改善や生産効率の向上によりエネルギー投入量が減少したため、二酸化炭素は 320t-CO₂
（2.7％）削減できました。今後とも、エネルギーの消費量を含めた温暖化防止策に重点をおいた環境投資を継続
しおこなってまいります。 （単位：㎘、㎥、ｔ）

環境保全効果の分類 環境パフォーマンス指標（単位）2010年度 2009年度
（基準期間）

基準期間との差
（環境保全効果）

事業活動に投入する資源に関する環境保全効果 総エネルギー投入量（原油換算㎘） 4,894… 4,993… -99
水資源投入量（㎥） 470,763… 456,709… 14,054

事業活動から排出する環境負荷及び廃棄物に関する
環境保全効果

温室効果ガス排出量（ｔ -CO₂） 11,528… 11,847… -320
廃棄物等総排出量（ｔ） 1,878… 1,948… -70
廃棄物最終処分量（ｔ） 38… 21… 17
総排水量（㎥） 421,751… 411,685… 10,067
水質（COD）（ｔ） 8… 10… -1
NOx排出量（ｔ） 4… 6… -1
SOx 排出量（ｔ） 29… 35… -7
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ア
ヲ
ハ
タ
㈱
ジ
ャ
ム
工
場

東
北
ア
ヲ
ハ
タ
㈱

芸
南
食
品
㈱	

原料
… 全原料… 15,541…t
容器・包装資材
… ガラスびん… 9,107…t
… プラスチック容器… 114…t
… 金属缶（蓋）… 548…t
… ダンボール… 1,703…t
… その他… 0…t
エネルギー
… 電力… 42…千 GJ
… 燃料… 37…千 GJ
… 用水… 106…千㎥

原料
… 全原料… 5,904…t
容器・包装資材
… ガラスびん… 0…t
… プラスチック容器… 219…t
… 金属缶（蓋）… 409…t
… ダンボール… 648…t
… その他… 3…t
エネルギー
… 電力… 25…千 GJ
… 燃料… 36…千 GJ
… 用水… 230…千㎥

原料
… 全原料… 5,181…t
容器・包装資材
… ガラスびん… 966…t
… プラスチック容器… 186…t
… 金属缶（蓋）… 25…t
… ダンボール… 642…t
… その他… 0…t
エネルギー
… 電力… 28…千 GJ
… 燃料… 22…千 GJ
… 用水… 137…千㎥

商品（容器含む）
… 27,427…t

商品（容器含む）
… 9,444…t

商品（容器含む）
… 7,628…t

大気排出
… ＣＯ 2… 4,526…t
… ＮＯ X… 0…t
… ＳＯ X… 0…t
排水
… 排水… 101…千㎥

大気排出
… ＣＯ 2… 3,904…t
… ＮＯ X… 3…t
… ＳＯ X… 21…t
排水
… 排水… 217…千㎥

大気排出
… ＣＯ 2… 3,097…t
… ＮＯ X… 1…t
… ＳＯ X… 8…t
排水
… 排水… 104…千㎥

廃棄物
再資源化… 967…t
焼却・埋立… 23…t
有価率… 54…%

廃棄物
再資源化… 529…t
焼却・埋立… 12…t
有価率… 33…%

廃棄物
再資源化… 333…t
焼却・埋立… 2…t
有価率… 56…%

資料編　生産工場の環境負荷状況

97.7％

99.3％

97.7％

営業拠点
本社

生産拠点

①

②

③

生産拠点
… ①アヲハタ株式会社ジャム工場
… ②東北アヲハタ株式会社（グループ会社）
… ③芸南食品株式会社（グループ会社）
グループ会社
… テクノエイド株式会社
… 株式会社エイエフシイ
… レインボー食品株式会社

2010 年 10 月、株式会社アヲハタ興産がレ
インボー食品株式会社を吸収合併し、商号を
レインボー食品株式会社に変更しました。
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●電力消費量
2010 年度における電力消費量は下記の通
りでした。
電力消費量　　95千GJ/ 年
生産原単位　　3,178MJ/ ｔ
2009 年度に対し電力消費量で 0.02％削
減しましたが原単位で 3.0％増加しました。
これは少量多品種の品目が増え、全体の生
産数量が減ったことによるものです。

●燃料消費量
2010 年度の生産における燃料消費量は下
記の通りでした。
燃料消費量　95千GJ/ 年
生産原単位　3,161MJ/ ｔ
2009年度に対し燃料消費量は3.9％削減、
原単位は 0.9％減少しました。

●用水使用量
2010 年度の生産における用水使用量は下
記の通りでした。
用水使用量　473千㎥ /年
生産原単位　15.8 ㎥ / ｔ
2009 年度に対して 3.6％増加、原単位
6.8％増加しました。
これは猛暑による冷却水の使用量増加と少
量多品種の品目が増え、全体の生産数量が
減ったことによるものです。

● CO₂排出量
2009 年度の生産におけるＣＯ₂排出量は

下記の通りでした。
ＣＯ₂排出量　11,528t-CO₂ / 年
生産原単位　385Kg-CO₂ / ｔ
2009 年度に対して CO₂排出量は 2.7％

削減しましたが原単位で 0.3％増加しまし
た。

18
16

16

2727

27 27

43

26

26

43 42

28

25

44

2009 2010200820071990

2009 2010200820071990

2009 2010200820071990

2009 2010200820071990

25

26 24

34
38

41

24
39

39

39

39

21

37

36

22

182 146 128

278 269 255

137 91 91

121

241

94

137

230

106

3,302 3,143 2,936

4,171 4,351 4,161

2,564
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（年度）
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資料編　生産工場の環境負荷状況
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� 会社概要

アヲハタ株式会社の概要（2011 年４月 30 日現在）

売上高構成比（連結・2010 年度）

45.1％…ジャム類

24.3％
調理食品類

産業用加工品類
22.2％

その他　8.4％

売上高・経常利益推移（連結）

800

1,000

2008 2009 2010

売上高 経常利益

915 925
954

20,327 19,661 18,248

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（売上高：百万円） （経常利益：百万円）

（年度）

900

主要製品
ジャム類 産業用加工品類

その他調理食品類

アヲハタ…55 ジャム アヲハタ…トラディショナルジャム アヲハタ…Fruityfull アヲハタ…カロリー 50％カットジャム

キユーピー…ミートソース キユーピー…Italiante キユーピー３分クッキング…
パスタのためのオイルソース

キユーピー
あえるパスタソース

キユーピー…やさしい献立 レインボー食品㈱の製品

産業用果実加工品
（写真はイメージです）

アヲハタ…ホワイトジャー

・商　号… アヲハタ株式会社
・創　業… 1932 年 12月
・設　立… 1948 年 12月
・資本金… 6 億 4,440 万円
・事業所… 本　　社／広島県竹原市忠海中町一丁目 1番 25号
… 営業本部／東京都渋谷区渋谷一丁目 17番 6号水野ビル 2階
… ジャム工場／広島県竹原市忠海中町一丁目 2番 43号

アヲハタグループは、アヲハタ㈱とグループ企業 5社で構成され、ジャ
ム類（ジャム、マーマレードなど）、調理食品類（パスタソース、料理用
ソースなど）、産業用加工品類（フルーツ・プレパレーション：主として
ヨーグルト用フルーツソース）などの食料品の製造および販売を主な事業
内容とし、その他に関連事業として原材料の購入販売およびその他サービ
ス業などの事業活動をおこなっています。
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